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はじめに

『Sun Cluster Geographic Editionの概要』では、SunTM Cluster Geographic Editionソフト
ウェアを紹介し、その製品としての目的と、それを Sun Cluster Geographic Editionで
達成する方法について説明します。また、Sun Cluster Geographic Editionの主要な概
念についても説明し、Sun Cluster Geographic Editionの特長と機能も挙げています。

UNIXコマンド
このマニュアルでは、Sun Cluster Geographic Edition構成のインストール、構成、ま
たは管理に使用するコマンドについて説明しています。このマニュアルは、システ
ムの停止、システムの起動、デバイスの構成など、UNIX®の基本的なコマンドや手
順については説明しません。

このような情報については、次のマニュアルを参照してください。

■ Solarisソフトウェアシステムのオンラインマニュアル
■ 使用しているシステムに付属のその他のソフトウェアマニュアル
■ Solaris OSのマニュアルページ

関連マニュアル
関連のある Sun Cluster Geographic Editionのトピックについては、次の表に示したマ
ニュアルを参照してください。Sun Cluster Geographic Editionのマニュアルはすべて
http://docs.sun.comから利用できます。

トピック マニュアル

概要 『Sun Cluster Geographic Editionの概要』

用語集 『Sun Java Enterprise System Glossary』

ハードウェア管理 各ハードウェア管理ガイド

ソフトウェアのインストール 『Sun Cluster Geographic Editionのインストール』
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トピック マニュアル

システム管理 『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管理』

『Sun Cluster Geographic Edition Sun StorEdge Availability Suite向け
データ複製ガイド』

『Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向け複製ガイ
ド』

『Sun Cluster Geographic Edition EMC Symmetrix Remote Data
Facility向けデータ複製ガイド』

コマンドと関数のリファレンス 『Sun Cluster Geographic Editionリファレンスマニュアル』

Sun Clusterの全マニュアルの一覧は、Sun Clusterソフトウェアのリリースノート
(http://docs.sun.com)に記載されています。

マニュアル、サポート、およびトレーニング
SunのWebサイトでは、次のサービスに関する情報も提供しています。

■ マニュアル (http://jp.sun.com/documentation/)
■ サポート (http://jp.sun.com/support/)
■ トレーニング (http://jp.sun.com/training/)

問い合わせについて
Sun Cluster Geographic Editionシステムのインストールや使用に関して問題がある場
合は、以下の情報をご用意の上、担当のサービスプロバイダにお問い合わせくださ
い。

■ 名前と電子メールアドレス (利用している場合)
■ 会社名、住所、および電話番号
■ システムのモデルとシリアル番号
■ オペレーティングシステムのバージョン番号 (例: Solaris 9)
■ Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアのバージョン番号 (例: 3.1 2006 Q4)

次のコマンドを使用し、システム上の各ノードに関して、サービスプロバイダに必
要な情報を収集してください。

コマンド 機能

prtconf -v システムメモリのサイズと周辺デバイス情報を表示します

はじめに
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コマンド 機能

psrinfo -v プロセッサの情報を表示する

showrev –p インストールされているパッチを報告する

prtdiag -v システム診断情報を表示する

scinstall -pv Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアのリリースおよびパッケージの
バージョン情報を表示する

scstat クラスタの状態のスナップショットを提供します

scconf –p クラスタ構成情報を表示します

scrgadm -p インストールされているリソースやリソースグループ、リソースタイプの情
報を表示する

geoadm status ローカルクラスタの実行時状態を表示します

また、/var/adm/messagesファイルの内容や、/var/opt/SUNWcacao/logsにあるログ
ファイルも参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–1 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

はじめに
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表 P–1 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー
名、強調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるのは、「スーパー
ユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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Sun Cluster Geographic Editionソフトウェア
の概要

Sun Cluster Geographic Editionは、Sun Clusterソフトウェアの上で拡張レイヤーとして
機能するソフトウェアです。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、遠く離
れた複数のクラスタを使用し、これらのクラスタ間でデータを複製する冗長インフ
ラストラクチャーを使用することで、アプリケーションを不測の中断から保護しま
す。Sun Cluster Geographic Editionクラスタ上で動作するアプリケーションは、デー
タ複製ソフトウェアを使用して地理的に離れた二次クラスタにサービスを移行する
ことで、災害耐性を持たせることができます。地震、火事、嵐などの災害が起きる
と、一次サイトのクラスタが使用できなくなることがあります。このような場合に
も Sun Cluster Geographic Editionクラスタは、次のような冗長性レベルを使用するこ
とで、継続してサービスを提供できます。

■ 二次クラスタ
■ 二次クラスタ上でのアプリケーション構成の重複
■ 二次クラスタ上でのデータの複製

この章では、Sun Cluster Geographic Edition製品の概要を示します。

この章の内容は次のとおりです。

■ 10ページの「ビジネス継続能力」
■ 10ページの「Sun Cluster Geographic Editionによるアプリケーションの可用性の向
上」

■ 11ページの「災害からの復旧」
■ 12ページの「Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアの主な特長」
■ 12ページの「管理と構成のためのツール」

1第 1 章
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ビジネス継続能力
ビジネス継続能力は、予期しない災害に直面した際に顧客へのサービス提供をどの
ように維持するのかについて、あらゆる側面にわたって分析する広範囲な課題で
す。企業でビジネス継続能力の計画を立てる際は、ハードウェア、ソフトウェア、
遠隔通信手段、建物など、必要となる追加のインフラストラクチャーのコストと、
停電の長期化に伴うコストなどのリスクとの間で、トレードオフを図る必要があり
ます。その結果、ビジネスにとってきわめて重要なシステムや、法的要件を伴うシ
ステムが、もっとも優先されることになります。

サービスを使用可能にするためには、そのすべての構成要素も使用可能にする必要
があります。そこで重要な問題となるのが、個々のサービス要素の迅速な復旧で
す。停電は、コンポーネントや電源の障害といったハードウェア障害が原因で発生
したり、オペレーティングシステムの異常やアプリケーションのクラッシュと
いったハードウェア障害が原因で発生したりする可能性があります。また、ネット
ワーク接続の障害もサービスの可用性に影響を与える可能性があります。このよう
な障害のほとんどは、コンポーネントに冗長性を持たせるか、ワークロードを引き
継ぐ準備を整えたスタンバイサーバーを用意することによって、対処することがで
きます。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは耐災害性を実現するためのビ
ルディングブロックであり、主クラスタと地理的に離れた二次クラスタとの間で、
管理された手段によってデータサービスの移動を可能にするフレームワークを提供
します。

Sun Cluster Geographic Editionによるアプリケーションの
可用性の向上

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアには、サイト間でのサービスの移行を通
して地理的に離れたクラスタの管理と構成を行うツール群が用意されています。Sun
Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、エンタープライズシステム全体での災
害に耐えられるよう、堅固なセキュリティー、アプリケーションサービスの移行、
データ複製などを通し、複数の物理位置にわたって可用性を管理できます。

Sun Cluster Geographic Edition製品では、パフォーマンス、コスト、およびデータ復
旧ポイントの分離という 3つの要素を、より適切に組み合わせることができます。
この組み合わせは、遠隔地にある複数のノードを持つ単一クラスタで構成される
キャンパスクラスタリングやメトロクラスタリングとは大きく異なっています。Sun
Cluster Geographic Edition製品は、地理的に離れた複数のクラスタに利用できる管理
ツールと構成ツールを提供します。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアが動作する構成には、地理的に分散した
複数のクラスタが存在します。主クラスタはアプリケーションサービスを提供し、
セット内の二次クラスタは災害発生時に主クラスタのサービスを引き受けることが
できる代替サイトの役割を果たします。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェア

ビジネス継続能力
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では、2つのクラスタ間での構成、データの複製、ハートビートの監視を管理し、
データを複数の災害復旧サイトに分散できます。

災害からの復旧
災害耐性とは、主クラスタに障害が発生した場合に二次クラスタ上でアプリケー
ションを復元するシステムの能力です。災害耐性のベースは、データ複製とフェイ
ルオーバーです。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、次の要素を冗長配
備することで、災害耐性を実現しています。

■ 地理的に離れた高可用性クラスタ
■ ホストレベルまたはストレージレベルでのデータ複製
■ バックアップ、復元、データの (遠隔地)保管

データ複製とは、主クラスタから二次クラスタに継続的にデータをコピーするプロ
セスのことです。データ複製によって、二次クラスタには主クラスタの最新データ
のコピーが保存されます。二次クラスタは、主クラスタから地理的に離れた場所に
も設置できます。

フェイルオーバーとは、主クラスタから二次クラスタへの、リソースグループまた
はデバイスグループの自動再配置です。主クラスタに障害が発生した場合でも、ア
プリケーションとデータは二次クラスタで即座に使用できます。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは 2種類のサービス移行、スイッチオー
バーとテイクオーバーをサポートしています。スイッチオーバーは、主クラスタか
ら二次クラスタへの、計画的なサービス移行です。スイッチオーバーの間、主クラ
スタは二次クラスタに接続しており、二次クラスタとの間でサービスの移行の調整
を行います。この調整によって、データ複製の完了が可能となり、データの消失や
破損を最小限に抑えながら主クラスタから二次クラスタに確実にサービスを転送で
きるようになります。

テイクオーバーは、主クラスタから二次クラスタへの、緊急のサービス移行です。
システム管理者は、災害から復旧する目的でテイクオーバーを開始できます。ス
イッチオーバーとは異なり、テイクオーバー時には、主クラスタは二次クラスタに
は接続されません。そのため、主クラスタは二次クラスタと調整してサービスを移
行することはできません。このような調整が行われないため、テイクオーバーでは
スイッチオーバーよりもデータ損失とデータ破損のリスクが高くなります。Sun
Cluster Geographic Editionソフトウェアは、テイクオーバー時に専用の復旧手順を使
用して、データ損失とデータ破損を最小限に抑えます。

災害からの復旧
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Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアの主な特長
Sun Cluster Geographic Edition製品には次のような特長があります。
■ 地理的に離れている複数のクラスタの障害検出
■ クラスタ間でのハートビート監視 (構成可能)
■ 別のクラスタへのアプリケーションリソースのスイッチオーバー
■ グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)
を介した、パートナークラスタのリモート管理

■ 地理的に離れたクラスタ間でのデータ複製
■ 役割に基づくアクセス制御 (RBAC: Role-Based Access Control)によりセキュリ
ティー保護された管理インタフェース

■ ノード間またはクラスタ間通信のための、SSL (Secure Sockets Layer)認証と SSL暗
号化

■ クラスタ間でのデータ複製とハートビート通信のための IPsecセキュリティー (構
成可能)

■ ハートビートロス通知が発行された時点でスクリプトを自動実行する機能

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアには、地理的に離れたクラスタ間での
データ複製を管理するためのツールが用意されています。このソフトウェアは、次
のデータ複製製品をサポートしています。

■ Sun StorEdgeTM Availability Suite
■ Hitachi TrueCopy
■ EMC Symmetrix Remote Data Facility

Sun Cluster Geographic EditionソフトウェアはOracle Real Application ClustersとHitachi
TrueCopyソフトウェアの組み合わせをサポートしています。

Sun Cluster Geographic Edition製品は、Sun Clusterリソース管理機能を利用することに
より、クラスタ内で高可用性サービスを提供します。

管理と構成のためのツール
パートナーシップ、ハートビート、および保護グループの構成、制御、監視は、
SunPlex Manager Geographic Edition GUIまたはコマンド行インタフェース (CLI)を介
して行えます。

Sun Cluster Geographic Edition CLIには、専用コマンドがいくつかあります。

SunPlexTM Manager Geographic Edition GUIは、Sun Cluster GUIを拡張したものです。
GUIでは、CLIを介して利用できる操作のほとんどが視覚的に表示されます。
SunPlex Manager Geographic Edition GUIを使用すると、地理的に離れたクラスタの管
理と監視が行えます。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアの主な特長
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Sun Cluster Geographic Editionの主要な概念

この章では、Sun Cluster Geographic Edition製品を使用する上での主要な概念を挙げ
ます。これらの概念は、Sun Cluster Geographic Editionコンポーネント間の関係を理
解するのに役立ちます。

この章の内容は次のとおりです。

■ 13ページの「データの複製」
■ 15ページの「クラスタのパートナーシップ」
■ 16ページの「保護グループ」
■ 19ページの「ハートビートの監視」

データの複製
データ複製により、災害時に備えて、または計画的な手順の一環として、主クラス
タから二次クラスタへの実運用サービスの移行を、管理された方法で行うことが可
能になります。データは主クラスタから二次クラスタに継続的に複製されます。こ
の複製は、クラスタによってサポートされているアプリケーションサービスの復旧
する目標点に応じて、同期的または非同期的に、あるいは同期と非同期の組み合わ
せによって行われます。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、データ複製用として Sun StorEdge
Availability Suite 3.2.1ソフトウェア、Hitachi TrueCopy、および EMC Symmetrix Remote
Data Facilityソフトウェアをサポートしています。Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソ
フトウェアはホストベースのデータ複製機能を使用します。この機能では、データ
がオペレーティングシステム内部のファイルシステムレベルまたはボリュームレベ
ルで複製されます。Hitachi TrueCopyソフトウェアと EMC Symmetrix Remote Data
Facilityソフトウェアはストレージベースのデータ複製機能を使用します。この機能
では、データがストレージシステムレベルで複製され、透過的なサービスがアプリ
ケーションに提供されます。

2第 2 章
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Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソフトウェアソフトウェアはホストベースの複製機
能であり、地理的に離れた主クラスタと二次クラスタ間で、ディスクボリュームを
リアルタイムに複製します。このソフトウェアでは、リモートミラー複製により、
主クラスタのマスターボリュームのデータをTCP/IP接続を介して地理的に離れた二
次クラスタのマスターボリュームに複製できます。リモートミラービットマップ
は、主ディスク上のマスターボリュームと、二次ディスク上のマスターボリューム
の差分を追跡します。

リモートミラーソフトウェアは、アプリケーションがデータボリュームにアクセス
している間、継続的にデータをリモートサイトに複製します。また、主サイトと二
次サイトのボリュームの同期をとるコマンドを発行することで、二次サイトのボ
リューム上のデータを手動で更新することもできます。さらに、ボリュームの同期
を逆方向にとるコマンドを発行することで、二次ボリュームから主ボリュームに
データを復旧することもできます。Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソフトウェアソ
フトウェアについては、製品のマニュアルを参照してください。

Hitachi TrueCopyソフトウェアは、ストレージベースの複製機能です。このソフト
ウェアを使用することで、地理的に離れたクラスタでホストに依存することなく
データを複製できます。Hitachi TrueCopyソフトウェアによって主ボリュームは、読
み書き双方の入出力操作時に、すべてのホストに対してオンライン状態を維持でき
ます。災害やシステム障害が発生した場合には、データの二次コピーを復旧用に実
行すると、データの損失を最小限に抑えることができます。Hitachi TrueCopyソフト
ウェアの詳細については、製品のマニュアルを参照してください。

EMC Symmetrix Remote Data Facilityソフトウェアは、災害復旧のためのリモートスト
レージ複製機能を提供し、リモートサイトのフェイルオーバーを通じてデータとシ
ステムの可用性を保証します。EMC Symmetrix Remote Data Facilityのデバイスはペア
で構成されます。ペア間でのミラー化のリレーションシップは、EMC Symmetrix
Remote Data Facilityリンクがオンラインになった時点でただちに運用状態になりま
す。EMC Symmetrix Remote Data Facilityのグローバルメモリーには、運用中の EMC
Symmetrix Remote Data Facilityデバイスのペア状態に関する情報が格納されます。
EMC Symmetrix Remote Data Facilityソフトウェアの詳細については、製品のマニュア
ルを参照してください。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、リソースグループとデバイスグ
ループを使用してクラスタ間のデータの複製とテイクオーバーを行えます。また、
主クラスタから二次クラスタにデータを複製するように、保護グループを構成する
こともできます。データ複製の構成については、使用しているデータ複製製品のガ
イドを参照してください。

■ 『Sun Cluster Geographic Edition Sun StorEdge Availability Suite向けデータ複製ガイ
ド』の第 1章「Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソフトウェアによるデータ複製」

■ 『Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向け複製ガイド』の第 1
章「Hitachi TrueCopyソフトウェアによるデータ複製」

データの複製
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■ 『Sun Cluster Geographic Edition EMC Symmetrix Remote Data Facility向けデータ複製
ガイド』の第 1章「EMC Symmetrix Remote Data Facilityソフトウェアによるデータ
複製」

複製リソースグループ
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、Sun Clusterのリソース管理機能を拡張
し、データ複製製品を統合しています。保護グループを構成する場合、Sun Cluster
Geographic Editionソフトウェアはデータ複製の監視と制御を行うために複製リソー
スグループを作成します。

デバイスグループ
デバイスグループは、Sun Clusterが管理するハードウェアリソースです。デバイス
グループは、Sun Clusterソフトウェアがボリューム管理ディスクグループを登録す
るために使用する一種のグローバルデバイスです。Sun Cluster Geographic Editionソ
フトウェアでは、複製を含める Sun Clusterデバイスグループを構成します。Sun
Clusterでのデバイスグループの構成については、使用しているデータ複製製品のガ
イドを参照してください。

■ 『Sun Cluster Geographic Edition Sun StorEdge Availability Suite向けデータ複製ガイ
ド』の第 1章「Sun StorEdge Availability Suite 3.2.1ソフトウェアによるデータ複製」

■ 『Sun Cluster Geographic Edition Hitachi TrueCopy向け複製ガイド』の第 1
章「Hitachi TrueCopyソフトウェアによるデータ複製」

■ 『Sun Cluster Geographic Edition EMC Symmetrix Remote Data Facility向けデータ複製
ガイド』の第 1章「EMC Symmetrix Remote Data Facilityソフトウェアによるデータ
複製」

クラスタのパートナーシップ
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアを実行している 2つのクラスタがパート
ナー関係にある場合、これらのクラスタ間でハートビートの監視が行われます。
パートナーシップ内のクラスタはハートビートを交換して、相互の存在と健全性を
監視します。パートナーシップは 2つのクラスタ間でのみ構成可能で、両クラスタ
間で定義できるパートナーシップは 1つだけです。この 2つのクラスタには、相互に
通信できるインターネット接続が必要です。パートナーシップにより、クラスタ間
にハートビートが確立されます。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、ハートビートのほか、パートナーク
ラスタ間の IP相互接続も管理に使用します。パブリックネットワークを使用してい
る場合は、IPsecを使用して IP相互接続をセキュリティー保護することで、セ
キュリティーを高めることができます。

クラスタのパートナーシップ
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Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、ハートビートロス通知が発行され
る際にコマンドが実行されるように指定できます。このコマンドの実行にはルート
アクセス権が必要です。また、ハートビートロス通知が発行された際に通知する電
子メールアドレスのリストも指定できます。

次の図は、2つのクラスタ間のパートナーシップを示しています。

各クラスタはほかのクラスタ (複数)との間で複数のパートナーシップを確立できま
すが、同じクラスタ同士 (2つのクラスタ)が複数のパートナーシップを確立すること
はできません。

保護グループ
保護グループを使用してサービス用のリソースグループを管理すると、クラスタ群
が災害に耐え、災害から復旧できるようになります。保護グループを設定できるの
はパートナーシップ内だけです。パートナーシップの保護グループを作成できるよ
うに、あらかじめパートナーシップを作成する必要があります。一方のパートナー
クラスタは保護グループの主クラスタで、もう一方のパートナークラスタは二次ク
ラスタです。保護グループには、アプリケーションリソースグループと、それらの
アプリケーションリソースグループのデータ複製を管理するためのプロパティーが
含まれます。パートナークラスタには、アプリケーションリソースグループ構成の
複製を配置する必要があります。保護グループの構成は両方のパートナークラス
ター上で同一であるため、パートナークラスタには、その構成で定義されている保
護グループのアプリケーションリソースグループが必要です。Sun Cluster Geographic
Editionソフトウェアは、パートナー間で保護グループの構成を伝達します。

保護グループ内におけるデータ複製の種類を指定することにより、パートナークラ
スタ間でのデータ複製に使用されるメカニズムを指定できます。各保護グループが
サポートするデータ複製の種類は 1つだけです。各保護グループは、1つ以上のアプ
リケーションリソースグループを管理できます。データ複製によってサービスが災
害から保護されている場合、保護グループにも複製リソースグループが含まれてい
ます。保護グループは、リソースグループ内のアプリケーションを、複製するべき

図 2–1 クラスタ間のパートナーシップ

保護グループ
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アプリケーションデータとリンクします。このリンクと複製により、アプリケー
ションは特定のクラスタから別のクラスタに、シームレスにフェイルオーバーでき
るようになります。

パートナーシップと保護グループの関係
保護グループ内のクラスタはパートナーとして定義する必要があります。保護グ
ループは、保護グループをホストできるクラスタを定義するパートナーシップを必
要とします。1つのクラスタは複数の保護グループで定義でき、また保護グループご
とにそのクラスタに個別の役割を持たせることができます。たとえば、1つの保護グ
ループの主クラスタは、別の保護グループの二次クラスタになることもできます。
パートナーシップは、任意の数の保護グループを持つことができます。

次の図に、1つのクラスタパートナーシップと 2つの保護グループで定義されている
2つのクラスタを示します。

次の図に、2つのクラスタパートナーシップと 2つの保護グループで定義されている
3つのクラスタを示します。

パートナーシップ

図 2–2 保護グループ内の 2つのクラスタの構成例

保護グループ
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保護グループの状態
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、各クラスタ上の保護グループの状態
を監視します。続いて、各クラスタのローカル状態を、保護グループ状態のグロー
バルビューに組み入れます。このグローバル状態は、保護グループの全体的な状態
を示します。

保護グループの状態は、SunPlex Manager GUIを使用するか、あるいはCLIを介して
表示できます。

保護グループの状態については、『Sun Cluster Geographic Editionのシステム管
理』を参照してください。

アプリケーションリソースグループ
アプリケーションを高可用化するには、そのアプリケーションをアプリケーション
リソースグループ内でリソースとして管理する必要があります。アプリケーション
リソースグループは、フェイルオーバーアプリケーションまたはスケーラブルアプ
リケーション用に構成できます。また、アプリケーションリソースとアプリケー
ションリソースグループは、主クラスタと二次クラスタの両方で構成する必要があ
ります。アプリケーションリソースがアクセスするデータは、必ずその複製を二次
クラスタ上に置いてください。

アプリケーションリソースがアクセスするデータボリュームの複製は、アプリケー
ションと同じ保護グループ内に配置する必要があります。

データ複製をサポートすることで、アプリケーションリソースグループの構成方法
が制限される場合があります。これらの要件と制限は、ユーザーが選択するデータ
複製の種類によって異なります。これらの要件については、『Sun Cluster Geographic
Editionのシステム管理』を参照してください。

図 2–3 保護グループ内の 3つのクラスタの構成例

保護グループ
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ハートビートの監視
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアはハートビートを使用してパートナーク
ラスタ間の状態を監視します。ハートビートはパブリックネットワークに送信さ
れ、地理的に分散した複数のサイトにおけるクラスタの障害を検出します。ハート
ビート監視は、パートナーシップ構成の一部です。たとえば、クラスタのすべての
ノードが停止すると、クラスタ障害が発生します。Sun Cluster Geographic Editionソ
フトウェアはハートビート状態を使用して、管理者に障害を通知するか、代替サイ
トの二次クラスタへのフェイルオーバーをトリガーします。クラスタがパブリック
ネットワークへアクセスできなくなり、パートナークラスタ間での通信が行われな
くなると、ハートビートも失われる可能性があります。

ハートビートプラグイン
ハートビートモニターは、プラグインモジュールを使用して、パートナーのハート
ビート状態を問い合わせます。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、
TCP/UDP接続を通じた監視を行うためのデフォルトのプラグインを備えています。

カスタマイズされたプラグインを使用すると、電子メール、HTTP、人工衛星、およ
びマイクロウェーブタワーなどの代替通信リンクでデータパスを提供できます。

ハートビートの監視
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Sun Cluster Geographic Editionのアーキテク
チャー

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、クラスタのグループを単一の大規
模システムとして管理し、表示することができます。この章では、Sun Cluster
Geographic Editionのアーキテクチャーの概要を示します。この情報は、Sun Cluster
Geographic Editionソフトウェアのインストール、構成、管理の準備作業で使用でき
ます。

この章の内容は、次のとおりです。

■ 21ページの「Sun Cluster Geographic Editionのソフトウェア環境」
■ 23ページの「Sun Cluster Geographic Editionのハードウェア環境」
■ 23ページの「データ複製構成」
■ 26ページの「地理的に分散したクラスタのトポロジ」

Sun Cluster Geographic Editionのソフトウェア環境
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアには、地理的に離れたクラスタを管理す
るためのツールが用意されています。また、Sun Cluster Geographic Edition製品は、
Sun Clusterリソース管理機能を利用することにより、クラスタ内での高可用性サー
ビスも提供します。

Sun Cluster Geographic Editionクラスタは、次のソフトウェアコンポーネントから形
成されます。

■ SolarisTM 8、9、または 10ソフトウェア
■ Sun Clusterソフトウェア
■ Sun Cluster Geographic Editionソフトウェア
■ Application Data Service Agent
■ データ複製ソフトウェア
■ SolarisボリュームマネージャーまたはVeritas Volume Manager

次の図は、Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアコンポーネント同士のやり取
りを示しています。
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Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、基本となる Sun Clusterインストール
とは無関係にインストールと削除が行えます。インストール作業またはアンインス
トール作業を行うために、別途ノードを起動したり、クラスタを停止したりする必
要はありません。

図 3–1 Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアのアーキテクチャーの概要

Sun Cluster Geographic Editionのソフトウェア環境
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Sun Cluster Geographic Editionのハードウェア環境
Sun Clusterハードウェア構成は、Sun Cluster Geographic Editionクラスタのベースとな
るものです。

このベースに次のハードウェアコンポーネントが加わることで、Sun Cluster
Geographic Editionクラスタが形成されます。
■ データストレージが装備された Sun Clusterハードウェアインストール
■ Sun Clusterインストール同士でクラスタ間管理通信用を行うためのインター
ネット接続

■ クラスタ間ハートビート用のインターネット接続
■ データ複製用の接続
■ カスタムハートビート用の接続

Sun Cluster Geographic Editionハードウェア環境は、次のトポロジをサポートしま
す。

■ N+1 -複数のサイトに置かれている複数のクラスタが単一のバックアップクラス
タと通信を行うトポロジ

■ クラスタペア -両方のクラスタがオンライン状態で、サービスを提供しているト
ポロジ

図 3–3に、Sun Cluster Geographic Editionのハードウェアアーキテクチャーの全体図を
示します。

データ複製構成
Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、パートナークラスタ間の距離は制
限されていません。パートナークラスタは、パートナーシップによってホストされ
る保護グループをサポートする上でデータ複製接続を必要とします。パートナーク
ラスタは、クラスタ間でのデータ複製をサポートするように、互換性を持たせて構
成する必要があります。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、シングルノードクラスタからシング
ルノードクラスタ、マルチノードクラスタからシングルノードクラスタ、およびマ
ルチノードクラスタからマルチノードクラスタヘの複製をサポートします。

シングルノードクラスタは主サイトとバックアップサイトの両方で使用できます
が、シングルノードクラスタでは内部冗長性は提供されません。シングルポイント
障害を確実になくすには、少なくとも 2つのノードが主サイトのクラスタに必要で
す。二次サイトをバックアップ目的でのみ使用する場合は、シングルノードクラス
タを二次サイトで使用することが、コスト効率のよいバックアップソリューション
となります。シングルノードクラスタを使用してミッションクリティカルなアプリ
ケーションを実行することは避けてください。

データ複製構成

第 3章 • Sun Cluster Geographic Editionのアーキテクチャー 23



主クラスタと二次クラスタは、それらのデータ複製方法に互換性がある場合、Sun
Cluster製品がサポートしている任意の構成を使用できます。互換性のレベルは、各
データ複製製品によって異なります。

データ複製のための接続は、次の要件によって決まります。

■ パートナークラスタ間の距離
■ 複製されるデータの量
■ データ複製の構成パラメタ

Sun Cluster Geographic Edition製品では、データ整合性と通信コストのバランスをと
ることができます (この場合、データ整合性とは許容しうるデータ損失の量です)。

次の図は、2ノードクラスタから 1ノードクラスタにデータを複製する構成を示して
います。

データ複製構成
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次の図は、2ノードクラスタから 2ノードクラスタにデータを複製する構成を示して
います。

図 3–2 2ノードクラスタから 1ノードクラスタへのデータ複製

データ複製構成
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地理的に分散したクラスタのトポロジ
パートナーシップにより、クラスタ間の通信とハートビートが確立されます。1つの
クラスタは、複数のパートナーシップに加わることができます。保護グループによ
り、パートナークラスタ間のデータ複製が確立されます。各パートナーシップに
は、複数の保護グループを構成できます。各保護グループは、パートナークラスタ
間でさまざまなデータを複製します。

次に、クラスタ間の関係を表す、地理的に分散したトポロジの図を示します。

図 3–3 2ノードクラスタから 2ノードクラスタへのデータ複製

地理的に分散したクラスタのトポロジ
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Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、パートナークラスタ間のハート
ビートを使用して、1つのクラスタに複数のパートナーシップを構成できます。たと
えば、ジュネーブ -ロンドン -ローマ -ベルリンと結ぶトポロジでは、ジュネーブに
中央クラスタを置き、この中央クラスタによってロンドン、ローマ、ベルリンにあ
るクラスタとの 3つの個別のパートナーシップを形成できます。これらのパート
ナーシップは、ロンドンとジュネーブ、ローマとジュネーブ、およびベルリンと
ジュネーブのクラスタペア間で、双方向のインターネット接続を必要とします。こ
れらのパートナーシップにより、ジュネーブにあるクラスタは、ハートビートを交
換し、ロンドン、ベルリン、およびローマに置かれたクラスタの障害を検出できま
す。

ロンドン、ローマ、およびベルリンにある主クラスタが、ジュネーブにあるクラス
タ (二次クラスタ)にデータを複製できるよう、各パートナーシップには保護グルー
プがあります。

次に、クラスタ間の関係を表す、地理的に分散したトポロジの図を示します。

図 3–4 地理的に分散したトポロジ

地理的に分散したクラスタのトポロジ
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パリとニューヨーク間のトポロジには、2つの保護グループとパートナーシップを形
成する 2つのクラスタが存在します。各クラスタは、一方の保護グループの主クラ
スタで、もう一方の保護グループの二次クラスタです。パートナーシップには、ク
ラスタ間管理とハートビート用に、2つのクラスタ間の双方向インターネット接続が
必要です。これらの 2つのクラスタには、2つの保護グループのデータ複製をサポー
トするために、データ複製リンクが必要です。

ジュネーブ -ロンドン -ローマ -ベルリンと結ぶトポロジでは、ジュネーブにあるク
ラスタが、3つの保護グループの主クラスタになることができます。ただし、
ジュネーブにあるクラスタには、アプリケーションリソースグループによって提供
されるすべてのサービスを実行するための適切なプロビジョニングが必要です。

たとえば、保守のためにローマにあるクラスタが停止された場合には、ローマ -
ジュネーブの保護グループに対し、制御されたスイッチオーバーを使用すること
で、ジュネーブにあるクラスタが新しい主クラスタになることができます。
ジュネーブにあるクラスタは、ローマ -ジュネーブの保護グループの新しい主クラス
タとして、ローマ -ジュネーブの保護グループのアプリケーションリソースグループ
によって提供されるサービスをホストします。同時に、ジュネーブにあるクラスタ
は、ロンドンとベルリンにあるクラスタの二次クラスタとして動作します。

同様に、パートナークラスタが不意に消失した場合には、パリ -ニューヨークトポロ
ジでは、一方のクラスタが両方の保護グループに対する主クラスタとしてテイク
オーバーを行うことができます。

地理的に分散したクラスタのトポロジ
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用語集

複製リソースグループがスイッチオーバーまたはフェイルオーバーしたときに、デ
バイスグループをスイッチオーバーするリソース。

それぞれが、特定のサービスについては主クラスタであると同時に、ほかのサービ
スについては二次クラスタである 2つのクラスタ。

可用性を高めるためにリソースとして管理されるアプリケーション。

Sun Cluster上でアプリケーションの高可用性を実現するために、ユーザーによって
構成される Sun Clusterリソースグループ。アプリケーションリソースグループは、
災害耐性と高可用性を実現するために、保護グループに組み入れることができま
す。

1つのクラスタ内に存在する地理的に離れたノード間のデータ複製をサポートするク
ラスタ。ノード間の最大距離は制限されています。

主クラスタに障害が発生した場合に、二次クラスタ上でアプリケーションを復元す
るシステムの能力。災害耐性のベースは、データ複製とフェイルオーバーです。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアが動作する 1つ以上のクラスタを収容する
場所。災害復旧が行えるクラスタ環境を整えるには、地理的に離れたサイトのクラ
スタをそのパートナーにする必要があります。

クラスタパートナーシップ内のクラスタであり、アプリケーションリソースのホス
トとなったり、複製されたデータの一次コピーを保持したりするクラスタ。保護グ
ループは、あるクラスタが主クラスタと二次クラスタのどちらであるかを定義しま
す。たとえば、ある保護グループの主クラスタは、別の保護グループの二次クラス
タになることもできます。

主クラスタから二次クラスタへの計画的なサービスの移行。

テイクオーバーとは異なり、スイッチオーバー時に主クラスタは二次クラスタに接
続された状態になります。スイッチオーバーの間、主クラスタは二次クラスタに接
続しており、二次クラスタとの間でサービスの移行の調整を行います。この調整に

HAStoragePlus

リソース

アクティブ /ア
クティブクラス
タ

アプリケー
ションリソース

アプリケー
ションリソース
グループ

キャンパスクラ
スタ

災害耐性

サイト (site)

主クラスタ

スイッチオー
バー (switchover)
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よって、データ複製の完了が可能となり、データの消失や破損を最小限に抑えなが
ら主クラスタから二次クラスタに確実にサービスを転送できるようになります。

1つの論理サービスを形成するために 1つのクラスタの複数のノードで動作するアプ
リケーション。スケーラブルアプリケーションを実行しているノードで障害が発生
しても、フェイルオーバーは起こりません。アプリケーションは引き続きクラスタ
の別のノードで動作します。

二次クラスタとして動作する、構成が最小限のクラスタ。スタンバイクラスタは緊
急時に主クラスタからテイクオーバーを行うことができますが、一部のサービスの
みをサポートします。スタンバイクラスタは、二次クラスタに代わる低コストの選
択肢です。

主クラスタから二次クラスタへの、緊急のサービス切り替え。災害が発生した場合
に、システム管理者はテイクオーバーを開始して災害から復旧させることができま
す。

スイッチオーバーとは異なり、テイクオーバー時には、主クラスタは二次クラスタ
には接続されません。そのため、主クラスタは二次クラスタと調整してサービスを
移行することはできません。このような調整が行われないため、スイッチオーバー
よりもデータ損失とデータ破損のリスクが高くなります。テイクオーバー時には、
データ損失とデータ破損を最小限にするため、専用の復旧手順が使用されます。

主クラスタのデータストレージデバイスから、二次クラスタのデータストレージデ
バイスへのデータのコピー。データ複製によって、二次クラスタには主クラスタの
最新データのコピーが保存されます。主クラスタと二次クラスタは、地理的に離れ
た場所に配置できます。

キャンパスクラスタでは、2つのデータストレージデバイスは同じクラスタ上に存在
します。Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアが動作する地理的に離れたクラ
スタでは、2つのデータストレージデバイスは異なるクラスタ上に存在します。

データ複製の状態とステータスを監視する Sun Clusterリソース。

保護グループ内の 2つのクラスタが主クラスタとして動作するエラー状況。パート
ナーシップが途切れた状況では、システム管理者はテイクオーバーを実行して一方
のクラスタを主クラスタに、もう一方のクラスタを二次クラスタにする必要があり
ます。

保護グループのホストになれる、クラスタパートナーシップ内のクラスタ。二次ク
ラスタは、主クラスタからミラー化されたデータを受け取ります。主クラスタに障
害が発生した場合、二次クラスタは新しい主クラスタになれます。

二次クラスタは、保護グループと関連付けることができます。主クラスタに障害が
発生した場合、保護グループは二次クラスタに移行されます。保護グループは、あ

スケーラブルア
プリケーション

スタンバイクラ
スタ

テイクオーバー

データ複製

データ複製リ
ソース
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用語集
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るクラスタが主クラスタと二次クラスタのどちらであるかを定義します。たとえ
ば、ある保護グループの主クラスタは、別の保護グループの二次クラスタになるこ
ともできます。

クラスタ内に存在するがアプリケーションサービスのホストではないノード。主
ノードに障害が発生した場合、二次ノードが新しい主ノードになります。

Sun Clusterソフトウェアと Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアがインストー
ルされた、地理的に離れた 2つのクラスタ間の関係。これら 2つのクラスタは、ハー
トビートを交換することで、相互の健全性を監視します。

特定のクラスタから出され、パートナークラスタによって検出される信号。ハート
ビートにより、クラスタはそのパートナークラスタの存在と障害を監視することが
できます。

アプリケーションが実行中ではなく、データが二次クラスタに複製されていない主
クラスタ。または、データが主クラスタから複製されていない二次クラスタ。

データ複製リソースを含むリソースグループ。

災害から保護されるサービス用のアプリケーションリソースグループを管理するエ
ンティティー。保護グループ内のクラスタはパートナーとして定義する必要があり
ます。個々のクラスタは、それぞれの保護グループで異なる役割を引き受けること
ができます。たとえば、ある保護グループの主クラスタは、別の保護グループの二
次クラスタになることもできます。

保護グループには次のような特徴があります。

■ 災害から保護されるサービスのリソースグループとリソースのセット
■ デバイスグループエントリ
■ 保護グループを保持する主クラスタ
■ 保護グループのホストになれる二次クラスタ
■ データ複製サービス

Sun Clusterリソース。

Sun Clusterリソースグループ。リソースグループは、アプリケーションリソースグ
ループか、複製リソースグループのいずれかです。

二次ノード

パートナー
シップ

ハートビート
(heartbeat)

非アクティブク
ラスタ

複製リソースグ
ループ
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